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古

賀

安R

子

胸骨口付

お人銀は

民芸
ゎ党史じ
と’崎
立

予過を
り貸~め
間占
tζ 題てに

（ー）

は

じ

め

遇
貨
の
単
位
は
「
金
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
国
際
協
定
が
確
立
し
た
の
は
、
歴
史
的
に
い
っ
て
決
し
て
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
現

在
で
は
当
然
で
あ
る
こ
の
金
本
位
制
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
に
は
各
国
に
お
い
て
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
特
に

金
本
位
制
採
抗
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
銀
鉱
を
掘
り
あ
て
、
莫
大
な
銀
を
産
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

銀
価
値
の
著
し
い
低
下
を
ま
ね
き
、
南
北
戦
争
後
の
経
済
界
の
変
貌
と
相
ま
っ
て
異
常
な
波
紋
を
ま
き
お
こ
し
た
。

本
稿
で
は
「
銀
問
題
」
が
合
衆
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
特
に
政
治
面
を
中
心
と
し
て
検
討
し
、
更
に
、
第
三
党
が
育
た
な
い
と
い
わ
れ
る
堅

固
な
る
こ
大
政
党
制
の
中
で
「
銀
問
題
」
を
掲
げ
て
例
外
的
に
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
な
が
見
、
つ
い
に
は
「
銀
問
題
」
ゆ
え
に
自
己
喪
失

す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
第
三
党
H
人
民
党
の
動
き
を
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
人
民
党
の
政
綱
の
特
徴
に
つ
い
て
は
興
味
あ
る

問
題
が
少
く
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
の
内
容
の
上
か
ら
、
銀
問
題
に
の
み
中
心
を
し
ぼ
っ
て
人
民
党
運
動
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
み
た
げ
F
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（
付
記
）
な
お
本
稿
は
先
に
発
表
し
た
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
入
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
」

（
西
洋
史
学
論
集
第
十
輯
）
の
前
史
に

当
る
も
の
で
あ
り
、
銀
問
題
が
最
後
の
解
決
を
せ
ま
ら
れ
る
政
戦
と
し
て
は
「
大
統
領
選
挙
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

《
設
》

〈

l
）
一
八
八
O
年
の
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
（
の
ほ
g
σ
R
Z
党
の
綱
領
に
は

十
六
対
一
の
比
で
銀
貨
自
由
無
制
限
鈎
造
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
れ

故
、
人
民
党
の
母
胎
は
こ
の
以
か
・
り
す
れ
ば
グ
リ
ー
ン
パ
ツ
ケ
覚
に
求

め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。（ニ）

銀

立

法

の

成

立

を

め

ぐ

っ

て

（2
）
人
民
党
の
問
題
を
農
民
層
の
分
解
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
た
邦
文

論
文
と
し
て
は
間
島
窓
児
氏
の
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
経
済
的
前
提
l
農

民
層
分
解
の
視
以
」
（
青
山
学
院
大
学
経
済
学
会
発
行
背
山
経
済
論
集

第
七
巻
第
二
号
）
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
植
民
地
時
代
か
ら
一
九
O
O年
に
金
本
位
制
が
確
立
す
る
ま
で
の
全
歴
史
を
通
じ
て
「
銀
問
題
」
が
常
に

何
ら
か
の
形
で
寄
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
合
衆
国
と
銀
と
は
非
常
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
が
、
民
衆
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
ら

始
め
た
と
い
え
る
の
は
一
八
七
四
・
七
五
年
以
降
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
一
八
六
七
年
パ
リ
に
お
い
て
国
際
貨
幣
会
議
が
聞
か
れ
、
金
が
貨
幣
の

規
準
と
な
る
こ
と
が
支
持
さ
れ
、
そ
の
後
、
五
・
六
年
の
う
ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
々
が
銀
貨
錨
造
を
制
限
す
る
か
、
廃
貨
に
し
た
。

合
衆
国
で
も
一
八
七
三
年
二
月
に
貨
幣
に
か
ん
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
金
が
価
値
の
単
位
と
な
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
当
時
は
南
北
戦
争

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
一
八
七
四
年
一
月
、

中
に
発
行
さ
れ
た
不
換
紙
幣
、
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
が
四
億
四
千
百
万
ド
ル
に
も
達
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
状
態
で
経
済
界
は
危
機
に
頻
し
て

金
本
位
制
の
確
認
を
意
味
す
る
免
換
再
開
法
（
河

g
ロ
BMMHSロ
〉
口
同
）
が
制
定
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
価
の
騰
賞
、
混
乱
せ
る
信
用
制
度
の
中
で
、
直
ち
に
金
本
位
制
が
国
民
の
広
い
支
持
を
得
る
こ
と
は
む
づ
か
し
か
っ
た
。

産
額
は
著
し
く
上
昇
し
た

（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
特
に
銀
鉱
山
所
有
者
た
ち
は
、

国
民
は
も
っ
と
多
く
の
貨
幣
の
発
行
を
願
っ
た
し
、
折
か
ら
コ
ロ
ラ
ド
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
な
ど
で
多
く
の
銀
鉱
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
合
衆
国
の
銀

他
界
の
主
要
国
が
殆
ど
金
本
位
制
を
と
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
銀



価
値
の
低
下
を
恐
れ
、
銀
価
格
つ
り
あ
げ
を
目
的
と
し
て
銀
貨
の
発
行
を
熱
望
し
て
い
た
。

か
く
し
て
、

一
八
七
七
年
、
ミ
ズ
リ
l
州
出
身
下
院
議
員
リ
チ
ャ

l
ド・

p
・
ブ
ラ
ン
ド

（2
2
－4
2
u
－nr3
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
は
銀
の
自
由
鋳
造
と
そ
の
法
貨
と
し
て
の
完
全

性
を
認
め
ん
と
す
る
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
法
案
は
一
六
三
対
三
四
で

下
院
は
通
過
し
口

r、
上
院
に
お
い
て
は
、
ァ
イ
オ
ワ
州
出
身
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

B
・ア

リ
ソ
ン
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
、
い
門
毎
月
二
百
万

t
四
百
万
ド
ル
の
銀
貨
を
鋳
造
す
る
こ
と

向
そ
れ
ら
は
公
私
い
づ
れ
の
支
払
に
も
法
定
適
用
力
を
も
つ
こ
と
、
と
い
う
修
正
案
が
四

ア
リ
ソ
ン
修
正
案
は
下
院
で
は
過

激
な
銀
貨
支
持
者
に
反
対
さ
れ
た
が
結
局
二

O
三
対
七
二
で
下
院
で
も
通
過
し
、
大
統
領

八
対
二
一
で
一
八
七
八
年
二
月
、
上
院
を
通
過
し
た
。

の
も
と
に
送
ら
れ
た
。

ヘ
イ
ズ
大
統
領
は
こ
れ
に
対
し
て
拒
否
権
を
発
動
し
た
が
、
再
び

一
八
七
八
年
三
月
、
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
リ
ソ
ン
法
と
し
て
成
立
し
た
。
こ
の
法
で
は
銀
購
入
の
た
め
の
金
額
が
一
定
し
て

。
年

両
院
の
支
持
を
う
け
、

75百万ホンス

銀

ω 

30 

45 

15 

。
1860 1870 1880 1890 1900 1910 

Wright, Economic History in 
the United States, P. 667 

九
O
）
の
五
大
統
領
（
ヘ
イ
ズ
（
共
）
、
ガ

1
フ
ィ
ル
ド
（
共
）
、

ア
l
サ

l

（共）、

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
銀
価
格
が
下
れ
ば
下
る
ほ
ど
鋳
造
さ
れ
る
ド
ル
貨
の
量
は
増
加
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律
実
施
中
（
一
人
七
八

t

合衆国における金・銀産額

5百万ナンス

金｜ー金
田 銀

4 

3 

2 

ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
（
民
）
、

ハ
リ
ソ
ン
（
共
）
）
は
い
づ

丘町

F
S芯
乙
で
あ
っ
て
銀
ド
ル
の
大
半
は
銀
行
に
預
託
さ
れ
て
い
た
。

乙
の
ブ
ラ
ン
ド
リ
ア
リ
ソ
ン
法
の
成
立
に
よ
っ
て
銀
問
題
は
片
附
い
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

れ
も
金
本
位
制
主
義
者
で
あ
っ
た
た
め
、
最
少
量
の
銀
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
。
結
局
、
十
二
年
間
を
通
し
て
三
億
八
二
七
九
万
ド
ル
分
の
銀

が
購
入
さ
れ
、
鋳
造
さ
れ
た
銀
貨
は
三
億
七
八
二
ハ
万
ド
ル
で
あ
っ
口
山

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

し
か
し
、
当
時
、
園
内
一
般
に
適
用
し
て
い
た
の
は
銀
ド
ル
（

E
2唱
V
白
即
日
目
）
で
は
な
く
て
、
持
ち
歩
き
に
便
利
な
銀
証
券
（
閉
口
〈
a
n
R
l

一一一一一一人
人
人
年
の
大
統
領
選
挙
に
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一
三
回

お
い
て
二
大
政
党
が
中
心
問
題
と
し
て
い
た
の
は
関
税
問
題
で
あ
っ
た
。
銀
問
題
に
か
ん
し
て
は
複
雑
で
、
共
和
党
も
民
主
党
も
州
に
よ
っ
て

綱
領
が
異
り
、
だ
い
た
い
銀
鉱
山
の
多
い
西
部
で
は
両
党
共
に

4
2何
色

Z
え
・
考
っ
た
い
、
東
部
で
は
両
党
共
に

J
E－
－
同
門
店
田
口
語
ち
を

掲
げ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
党
内
の
見
解
が
分
れ
て
い
た
た
め
未
だ
全
国
綱
領
は
両
党
共
に
銀
問
題
は
回
避
し
て
い
る
よ
う
な
よ
う
す
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
民
主
党
か
ら
再
出
馬
し
て
い
た
当
時
の
大
統
領
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
の
立
場
は
一
八
八
五
年
の
教
書
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
一
貫
し

て
ブ
ラ
ン
ド
U
ア
リ
ソ
ン
法
に
反
対
す
る
金
本
位
制
支
持
者
で
あ
っ
た
レ
、

一
方
、
共
和
党
候
補
の
ハ
リ
ソ
ン
も
金
貨
を
支
持
し
て
い
た
た
め

に
二
大
政
党
が
銀
問
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
人
入
九
年
、
共
和
党
の
勝
利
に
よ
っ
て
ハ
り
ソ
ン
大
統
領
が
就
任
す
る
と
、
財
務
長
官
ワ
イ
ン
ダ
ム
は
ブ
ラ
ン
ド
法
の
継
続
を
希
望
し
、

金
叉
は
銀
に
免
換
レ
う
る
国
庫
券
の
発
行
を
主
張
し
た
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
ウ
イ
ン
ダ
ム
・
プ
ラ
ン
」
は
金
銀
両
金
属
に
よ
る
通
貨
の
膨
張
を

ね
ら
っ
て
は
い
た
が
、
銀
支
持
派
か
ら
は
金
が
依
然
と
し
て
基
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
非
難
さ
れ
る
し
、
金
支
持
派
か
ら
は
金
、
銀
に
対
す

る
投
機
的
な
や
り
方
と
し
て
反
対
を
う
け
た
。
激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、
上
院
で
は
賛
成
四
三
（
民
主
二
人
、
共
和
一
五
）
、
反
対

二
三
（
民
二
共
三
）
で
銀
貨
自
由
鋳
造
の
法
案
が
通
過
し
た
勺
下
院
に
お
い
て
は
一
五
二
対
一
三
二
で
否
決
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
む

こ
う
し
た
中
で
銀
問
題
は
国
民
の
闘
で
最
も
関
心
あ
る
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
さ
し
く
、
こ
の
頃
か
ら
一
八
九
六
年
迄
、
す
べ
て
の

階
層
の
国
民
の
注
意
を
惹
き
つ
け
た
の
が
こ
の
銀
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
西
部
に
お
い
て
銀
問
題
の
占
め
る
位
置
は
大
き
く
、

八
八
九
年
十
一
月
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
て
三
O
州
か
ら
約
二
百
名
の
代
表
（
特
に
鉱
山
州
、
農
業
州
か
ら
の
代
表
多
し
）
が
集
っ
て
銀
貨
自
由

鋳
造
後
行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
の
安
定
を
計
る
こ
と
を
要
求
す
る

2
回
目

F
2
8ロ
4
2
t
oロ3
な
ど
の
集
合
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

金
・
銀
両
派
の
妥
協
案
と
レ
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
一
人
九
O
年
七
月
の
シ
ャ

l
マ
ン
銀
購
入
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ν
ャ
i
マ

ン
上
院
議
員
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
・
も
の
で
、
付
財
務
長
官
は
毎
年
五
千
四
百
万
オ
ン
ス
の
銀
地
金
を
銀
ド
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
価
格
（
一
オ

ン
ス
に
つ
き
七
七
セ
ン
ト
）
よ
り
も
高
く
な
い
値
段
で
購
入
す
る
こ
と

ω国
庫
券
は
金
貨
又
は
銀
貨
に
免
換
さ
れ
う
る
無
制
限
法
貨
で
あ
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ポ
ピ
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ム
の
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展
と
通
貨
問
題

と
、
を
規
定
し
て
い
た
。

り
、
財
務
長
官
は
一
入
九
一
年
七
月
ま
で
毎
月
最
低
二
百
万
オ
ン
ス
の
銀
を
鋳
貨
に
す
る
こ

つ
ま
り
表
面
上
は
金
銀
価
値
の
－
パ
リ
テ
ィ
を
維
持
す
る
複
本
位
制
を

オ
ン
ス

法
的
に
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
は
そ
う
で
な
く
、
銀
の
購
入
を
量
で
規
定
し
て
い

た
た
め
に
銀
の
価
値
下
落
（
グ
ラ
フ
参
照
）
に
伴
っ
て
、
年

々
の
購
入
金
高
は
減
少
し
て
く
る
の
は
当
然
で
、
ブ
ラ
ン
ド

法
を
継
続
実
施
す
る
よ
り
も
銀
貨
の
量
は
減
少
す
る
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
（
表
参
照
）
。

か
く
て
一
入
九
O
年
七
月

t

九
三
年
一
月
ま
で
に
一
億
六
九
O
O
万
オ
ン
ス
の
銀
が
購
入

さ
れ
、
国
庫
券
発
行
は
一
億
五
六
O
O
万
ド
ル
、
銀
貸
三
六

0
0万
ド
ル
が
発
行
さ
れ
た
。

60 

40 

こ
の
シ
ャ

l
マ
ン
法
は
ニ
ュ

I
ョ
、
l
ク
・
ト
リ
ビ
ュ

l
ン

や
は
り
問
題
は
残
さ
れ
て
い
た
。

20 

。18601870 18130 1890 1900 1910 
金と銀の価値率
Wright, op, cit., P. 666 

折
悪
し
く
も
、
同
じ
一
八
九
O
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ

l
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
銀
行
の
破
産

に
端
を
発
し
た
金
融
恐
慌
は
、
当
時
、

ア
メ
リ
カ
に
投
資
さ
れ
て
い
た
大
部
分
の
イ
ギ
リ
ス
資

二
二
五

本
の
引
き
上
げ
と
い
う
思
い
が
け
ぬ
結
果
を
も
た
ら
し
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
金
の
流
出
が
六
八
O



ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

O
万
ド
ル
に
も
上
つ

M
W
し
か
し
、
不
況
は
ア
メ
リ
カ
経
済
を
直
ち
に
ゆ
さ
ぶ
る
と
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
消
費
高
、
輸
入
額
は
依
然
と
し

一
三
六

業
に
浸
透
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
金
準
備
は
著
し
く
減
少
し
（
表
参
照
）
、
銀
貨
や
銀
証
券
に
対
し
て
国
民
は

て
増
加
し
て
い
た
し
、
特
に
一
八
九
一
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
物
凶
作
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
輸
出
は
好
調
で
あ
っ
た
。
不
景
気
が
全
産

不
安
な
気
持
を
抱
か
ぎ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
。

一方、

一
八
九
O
年
の
中
間
選
挙
で
は
、
上
院
に
お
け
る
共
和
党
金
貨
派
の
議
席
が
減
少
し
た
た
め
に
、

シ
ャ

l
マ
ン
法
成
立
後
、
六
ヶ
月
の
一
八
九
一
年
早
々
に
は
千
二
百
万
オ
ン
ス
の
銀

地
金
を
追
加
購
入
し
て
い
た
。
更
に
上
院
で
は
三
七
対
二
七
で
銀
貨
自
由
鋳
造
さ
え
決
議
し
て
い
た
%
下

銀
貨
派
が
強
く
な
り
、

院
で
は
東
部
出
身
の
議
員
が
多
い
た
め
、
そ
れ
は
と
り
あ
げ
ら
れ
ず
に
い
た
。
下
院
で
は
同
年
十
二
月
、
保

守
派
か
ら
シ
ャ

l
マ
ン
法
撤
廃
が
提
出
さ
れ
る
に
ま
で
至
っ
た
が
、

こ
ろ
で
否
決
さ
れ
た
。

一
四
九
対
一
四
人
と
い
う
、
き
わ
ど
い
と

一
八
九
二
年
、
合
衆
国
全
体
に
金
融
恐
慌
の
波
が
立
ち
始
め
、

大
統
領
選
挙
を
直
前
に
ひ
か
え
て
い
る

時
、
議
会
で
は
再
び
銀
貨
自
由
無
制
限
鋳
造
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。

190,232,405ドJレ189 

18θ1年 F

1892年グ

1893年 H

1894年 H

合衆国における金準備

117,667,723 

114,342,367 

95,485,413 

64,873,025 

こ
れ
は
上
院
に
お
い
て
二
九
対
二
五
（
反
対
の
民
主
党
票
七
）
で
可
決
さ

れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
下
院
で
は
一
五
四
対
一
三
六
（
反
対
の
民
主
党
票
九
四
）
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
｛
や
こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
銀
支
持
派

に
友
好
的
で
あ
っ
た
民
主
党
議
員
が
大
統
領
選
挙
に
際
し
て
発
表
さ
れ
た
民
主
党
綱
領
が
銀
貨
無
制
限
鋳
造
の
立
場
で
は
な
い
こ
と
、
大
統
領

し
、
来
る
べ
き
選
挙
に
そ
な
え
て
金
貨
支
持
に
ま
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。

候
補
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
は
シ
ャ

l
マ
ン
法
に
対
し
て
「
卑
怯
な
間
に
合
わ
せ
手
段
」
と
非
難
し
、
金
本
位
制
支
持
者
で
あ
る
と
い
う
点
を
考
慮

こ
う
し
た
銀
立
法
を
め
ぐ
る
争
い
が
続
け
ら
れ
て
い
る
中
に
、

一
八
九
一

t
九
三
年
の
海
外
へ
の
金
流
出
は
お
び
た
だ
し
く
（
表
参
照
）
、

一
八
九
三
年
四
月
に
は
一
八
七
五
年
の
免
換
再
開
法
以
来
、
初
め
て
金
準
備
が
一
億
ド
ル
を
わ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
（
表
参
照
）
。
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合衆国の歳入歳出

I 歳入｜歳出年度｜ ｜ 
｜百万ドルl百万ドJ

1880 I 379. 31 267. 9f 

1889 I 387. I! 299. 31 

1890 : . I 。
｜｜｜  

1891 I 

！抑9！制01
1893 I 385. 81 383. s: 
1894 I 3払 41 367. 5' 

1895 I 324. 71 356. 2 

附 I 338. 11 3臼 2:

Studenski & Kross, Financial 

History PP. 506～507. 

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

一
人
九
三
年
五
月
に
は
ま
す
ま
す
恐
慌
は
ひ
ど
く
三
百
余
の
銀
行
は
支
払
中
止
と

な
っ
た
し
、
同
年
六
月
、
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
に
お
け
る
銀
貨
自
由
鋳
造
を
認
め
な

い
こ
と
を
宣
言
し
た
た
め
に
、
そ
の
影
響
は
直
ち
に
合
衆
国
に
も
あ
ら
わ
れ
、
銀
価

値
は
更
に
著
し
く
低
下
し
、
周
年
上
半
期
の
歳
入
を
上
廻
る
支
出
超
過
は
四
一
九
万

八
千
ド
ル
に
達
し
（
表
参
照
）
、

そ
の
超
過
分
だ
け
金
準
備
に
く
い
込
ん
で
、

経
済

界
は
暗
黒
の
雲
に
お
お
わ
れ
て
い
っ
た
。

乙
の
迅
慌
の
原
因
に
つ
い
て
、
金
本
位
主
義
者
は
シ
ャ

l
マ
ン
法
に
よ
る
も
の
と

し
た
し
、
銀
貨
自
由
鋳
造
論
者
は
通
貨
量
の
不
足
と
マ
ッ
キ
ン
リ
イ
関
税
法
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
対
立
し
た
。
し
か
し
、
深
ま
り
ゆ
く
恐
慌
の
中
で
、
銀
貨
派
内
部
で

も
銀
が
国
際
協
定
で
支
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
希
望
を
失
う
も
の
が
出
て

来
た
し
、
西
部
の
鉱
山
で
は
閉
鎖
さ
れ
る
も
の
も
出
た
。

一
八
九
三
年
七
月
、
デ
ン

ヴ
ァ
で
閲
か
れ
た

2
片
岡
山
町
ロ
仏
師
。
同

mF

－4m同事
の
大
衆
集
会
で
は
コ
ロ
ラ
ド
の
銀
鉱
の

九
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
閉
鎖
さ
れ
た
乙
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
恐
慌
が
銀
鉱
に
及
ぼ
し

た
影
響
の
大
き
さ
を
示
し
た
。

世
論
は
、
恐
慌
の
原
因
は
シ
ャ

l
マ
ン
法
に
よ
る
複
本
位
制
に
あ
る
か
ら
、
同
法

を
す
み
や
か
に
撤
廃
せ
よ
と
い
う
方
向
で
高
ま
っ
て
ゆ
き
、

一
八
九
三
年
入
居
、
ク

リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
大
統
領
は
特
別
議
会
を
召
集
し
、
シ
ヤ
l
マ
ン
法
の
無
条
件
撤
廃
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
そ
の
結
果
、
下
院
で
は
二
三
九
対
一

O
三
で
廃
止
が
可
決

七



ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

二
二
八

さ
れ
た
（
民
主
党
議
員
の
三
分
の
一
強
、
共
和
党
議
員
の
五
分
の
一
が
撤
廃
に
反
対
）
。

こ
の
時
の
賛
成
二
三
九
票
の
う
ち
に
は
銀
貨
鋳
造
に
反
対
す
る
金
本
位
論
者
が
い
る
と
同
時
に
シ
ヤ
l
マ
ン
法
で
は
銀
貨
鋳
造
は
不
十
分
で

あ
り
、
十
六
対
一
、
十
七
対
て
十
八
対
て
十
九
対
て
二

O
対
一
の
い
づ
れ
か
の
率
で
の
銀
貨
自
由
鋳
造
を
行
う
と
い
う
修
正
案
を
出
す

た
め
に
シ
ヤ
l
マ
ン
法
を
撤
廃
す
る
と
い
う
極
端
な
銀
支
持
者
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
上
院
に
お
け
る
討
議
は
い
っ
こ
う
に
す
す
ま
ず
、
銀
問
題
の
理
論
的
、
歴
史
的
討
議
に
終
始
す
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
上
院
で

は
銀
鉱
の
あ
る
七
州
が
上
院
議
員
総
数
の
六
分
の
一
を
占
め

（
七
州
の
よ
口
は
全
人
口
の
六
十
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
て

彼
ら
は
も
し
こ
の
法

律
を
撤
廃
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
は
銀
貨
派
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
如
何
な
る
法
案
に
も
拒
否
権
を
発
動
す
る
だ
ろ
う
と
い
う

円

nv

こ
と
を
恐
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
シ
ヤ
l
マ
ン
法
に
甘
ん
じ
て
お
乙
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
遂
に
十
月
三
日
、
四
人
対
三
七
で
廃
止
が
採
決
さ
れ
（
反
対
票
は
民
主
リ
ニ
二
、
共
和
H
十
二
、

人
民
日
一
二
）
、

十
一
月
に
は
大

統
領
の
署
名
が
あ
り
、
銀
購
入
法
は
影
を
ひ
そ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
国
会
に
お
け
る
銀
貨
派
は
何
と
か
し
て
銀
貨
自
由
鋳
造
法
案

を
通
過
さ
せ
た
い
と
努
力
を
続
け
た
。

五
五
O
O
万
ド
ル
の
銀
を
購
入
し
て
銀
貨
を
増
発
す
る
た
め
の
法
案
が
下
院
で
は

『幻）

一
六
人
対
二
一
八
、
上
院
で
は
四
四
対
三
一
で
採
訳
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
の
拒
否
に
あ
っ
て
不
成
功
に
終
っ
た
。

三
ヶ
月
の
議
論
の
未
、
幣
制
令
改
革
し
て
金
準
備
を
維
持
す
る
た
め
シ
ヤ
l
マ
ン
法
は
撤
属
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
廃
止
さ
れ
た
後
も
効
顕

一
人
九
四
年
一
月
、

は
な
お
現
れ
ず
、
恐
慌
は
引
続
い
た
。
そ
の
上
、
解
決
の
糸
口
で
あ
る
か
に
み
え
た
一
八
九
四
年
の
ゴ

l
マ
ン
リ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
関
税
法
に
よ
っ

（

ua

－
 

て
歳
入
は
も
ち
な
お
し
つ
つ
も
、
や
は
り
緊
迫
は
と
け
な
か
っ
た
。
叉
、
シ
ヤ
l
マ
ン
財
務
長
官
は
金
準
備
の
低
下
を
債
券
発
行
（
五
千
百
万

ド
ル
）
に
よ
っ
て
補
お
う
と
し
た
が
、
免
換
が
は
げ
し
い
た
め
に
た
ち
ま
ち
再
び
支
出
さ
れ
、
焼
石
に
水
の
状
態
で
あ
っ
た
（
表
参
照
）
。

一
八
九
四
年
に
ニ
固
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
五
千
万
ド
ル
づ
つ
の
債
券
は
、
モ
ル
ガ
ン
銀
行
な
ど
大
銀
行
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

｛お）

り
、
彼
ら
は
こ
の
お
か
げ
で
千
万
ド
ル
の
利
子
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
政
府
の
金
準
備
が
ま
す
ま
す
減
少
し
て
来
た
一
八



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
二
六
銀
行
の
金
庫
に
は
六
千
五
百
万
ド
ル
の
金
が
あ
り
、
総
額
に

す
れ
ば
一
億
二
千
九
百
万
ド
ル
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

九
五
年
一
月
末
、

財
政
の
窮
地
に
お
ち
込
ん
だ
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
大
統
領
は
「
銀
行
が
国
家
の
の
ど
ぷ
え
ま
で
わ
が
も
の

｛幻｝

に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
ひ
そ
か
に
も
ら
さ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
う
と
う
政
府
は
銀
行
家
た
ち
の
シ
ン
デ
ィ
ケ
l
ト
特
別
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
九
五
年

一
月
三
十
一
日
、
財
務
長
官
カ
l
リ
ス
ル
と
銀
行
家
J
・
P
－
モ
ル
ガ
ン
と
の
聞
で
秘
密
予
備
会
談
が
な

さ
れ
、
二
月
八
日
、
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
大
統
領
と
モ
ル
ガ
ン
と
の
会
談
で
金
融
上
の
取
引
協
定
の
相
談
が

こ
の
協
定
に
よ
り
四
分
利
三
十
年
の
債
券
を
ム
つ
三
二
万
ド
ル
だ
け
指
定
さ
れ
た
銀
行
が
発
行

し
、
そ
の
代
り
政
府
に
は
三
五

O
万
オ
ン
ス
の
金
が
は
い
る
と
い
う
勘
定
だ
っ
た
。
こ
の
債
券
発
行
を
す

さ
れ
た
。

る
銀
行
と
い
う
の
は
、
ウ
オ
ー
ル
街
の
中
心
的
寄
在
モ
ル
ガ
ン
、
オ
l
ガ
ス
ト
・
ベ
ル
モ
ン
ト
、

ロ
ス
チ

ジ
エ

l
ム
ズ
・
ス
ペ
ヤ
l
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
・
パ
ン
ク
を
筆
頭
に
四
一
銀
行
で
み
の
り
、
彼
ら
が
対
象
と
し
た
の
は
ア
メ
リ

ヤ
イ
ル
ド
、

はカ
千国
八内
百及
万び
ドヨ
Jレ l
のロ
利ツ
益パ
との
な投
つ資
た翁者
。）で

一
割
八
分
、

一
割
九
分
、
二
割
増
の
手
形
が
交
換
さ
れ
た
。
た
め
に
、

1895年2月9日

行発券債と備準金

65,650,000ドノレ

104,119,000債券発行

59,055,900 

105,424,000債券発行

41,393,000 

シ
ン
デ
ィ
ケ
l
ト
に
と
っ
て

2月10日

11月30日

す
る
よ
り
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
府
と
ウ
オ
l
ル
街
の
取
引
に
対
し
、
議
会
は
ク
リ
1
0ウ
ラ
ン
ド
大
統
領
や
財
務
長
官
に
債
券
発
行
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
にこ

11月20日

，， 

II 

，， 

一
八
九
五
年
七
月
に
な
る
と
金
準
備
は
一
億
八
百
万
ド
ル
に
上
り
、

の
協
定
の
効
果
が
あ
っ
て
安
定
に
向
う
か
に
み
え
た
が
、
同
年
下
半
期
の
金
流
出
は
六
千
五
百
万
ド
ル
に
な
っ
た
。
翌
九
六
年
一
月
．
金
準
備

が
再
び
四
千
五
百
万
ド
ル
に
下
っ
た
時
、
世
間
の
批
判
は
高
ま
り
、
就
中
、
銀
支
持
派
は
怒
っ
た
。

に
入
れ
（
切
に
と
さ
え
い
わ
れ
、
銀
行
家
の
道
具
と
な
っ
た
政
府
へ
の
非
難
と
共
に
、
民
主
党
内
に
さ
え
反
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
ゆ
気
通
が
生
ま
れ

「
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
丸
を
抵
当

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

1L 



ポ
ピ
ュ
リ
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ム
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四
0 

て
く
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
強
力
な
銀
支
持
派
民
主
党
員

w
・
J
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
「
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
は
民
主
党
の
た
め
に
な
る
こ
と
は

何
も
や
ら
ぬ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
は
共
和
党
ヴ
ィ
ー
ル
ス
を
民
主
党
に
接
種
し
よ
う
と
し
た
」
と
攻
撃
し
九
百

一
方
、
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
は
金

の
み
が
免
換
の
た
め
に
使
用
さ
る
べ
き
こ
と
を
頑
強
に
主
張
し
続
け
、
そ
の
た
め
に
は
今
度
の
措
置
は
や
む
を
得
ぬ
も
の
で
あ
る
と
弁
明
し
た

た
め
に
「
金
本
位
制
支
持
の
銀
行
家
利
得
へ
の
追
従
」
と
し
て
ま
す
ま
す
銀
支
持
派
か
ら
非
難
さ
れ
た
。
翌
九
六
年
4
庁
、
モ
ル
ガ
ン
は
再
び

し
か
し
、

一
億

t
二
億
ド
ル
の
債
券
発
行
を
政
府
に
提
言
す
る
が
、
世
論
は
再
び
こ
れ
を
政
府
に
許
さ
ず
、
公
衆
向
け
の
債
券
売
出
し
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
財
政
上
の
困
難
は
わ
づ
か
な
債
券
売
出
し
で
解
消
さ
れ
る
べ
く
も
な
く
、
同
年
七
月
の
金
準
備
は
依
然
一
億
ド
ル
に
達

せ
ず
九
千
万
ド
ル
で
、
幣
制
を
め
ぐ
る
問
題
は
世
人
の
注
目
と
不
安
な
情
勢
の
ま
ま
十
一
月
の
大
統
領
選
挙
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

《
註
》

（1
）
U
虫
、
広
岡
・
同
）
ぬ
君
。
可
．
w
Z
E
F
Oロ
巴
句
円
。
E
O
B
P
H∞∞印｛
H∞也、吋
LU・

NNH
・（め門－
E
m
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回
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出
担
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F
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〉
目
。
江
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胆
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O
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2
）

H
r
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N
N
N
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（3
）司・〉・
ω
F凹ロロ
o
p
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民
自
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目
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g
w
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o
d
q
p
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Z
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（
4
）
銀
鉱
の
あ
る
商
都
諸
州
と
は
、
ア
イ
ダ
ホ
、
ユ
夕
、
モ
ン
タ
ナ
、
ア

リ
ゾ
ナ
、
コ
ロ
ラ
ド
、
ネ
ヴ
7

ダ
、
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ
で
合
衆
国
の
銀

産
額
は
メ
キ
シ
コ
を
含
む
と
憤
界
の
総
銀
産
制
の
内
分
の
三
を
占
め
て

、
た
。

（
5
）
上
院
は
各
州
一
率
に
二
名
づ
っ
選
ば
れ
る
が
下
院
は
各
州
人
口
比
例

制
で
あ
る
た
め
、
人
口
の
少
い
同
部
、
南
部
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
要
求
は

上
院
で
の
決
議
の
万
が
有
利
に
な
る
。

（6
）同）ぬ君。
M

J

Z

旦－oロ胆－

p・0豆町
B
P
司－
N
N
印・

（

7
）
同
r

－pw】
V－
NNN－

（8
）
ωFMHロロ
o
p
o司・

n
F－
HV
－AHC
印
参
照
。

（9
）
U
g
L
m
w
M
N
・
0
0
4
司S
J
ヨロ
mw
ロ
口
紅
－
国
広
件
。
吋
刷
、
。
同
HV白

C
R
R
門戸

ω仲
即
時
い
凸

9
2
2
司

J円。ュ
F
H由
N∞”司－
AHON
－

（叩）

U
o
s、4
・

za－o
ロ世－

P
0
2
0自明暗司－
NNE
－
よ
り
引
制
問
。

（

U
）同
σ』
色
4

阿
川
－

NN由・

（
ロ
）
児
玉
洋
一
「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
綜
説
」
附
利
引
八
年
二
三
八
頁
参
照
。

（日）

U
O唱
O
F
Z
R
一
ロ
色
司
司
O
E
m
g目・可－
M
M
0・

（H
）
H
E
P
－
HV
－MωN
・
（
廃
止
に
反
対
し
た
民
主
党
票
は
百
三
O
）



（
店
）
同
広
島
－
w

一司－

Nωω
・

（
時
）
巧
四
曲
目
白
可
。
・
宮
E
S
o－－－

F
m即
日
曲
目
。
豆
町
田
・

FHrm－4
・

5
5・
MM・
E
－
一
八
九
三
年
十
二
月
の
通
貨
舵
盆
官
の
発
表
で
は
、

破
産
は
一
五
入
国
立
銀
行
、
一
七
二
州
立
銀
行
、
一
七
七
私
営
銀
行
、

四
七
貯
務
銀
行
、
十
三
貸
付
信
用
会
社
、
六
抵
当
会
社
に
放
ん

r。
し

か
し
突
際
は
こ
れ
以
上
あ
っ
た
乙
と
は
推
定
さ
れ
る
（
U
O唱
4
・
ヨ
ー

ロ白ロ

nu－
白
山
田
件
。
同
一
ア
可
・
品
品
。
）

（
げ
）
一
八
九
三
年
の
恐
慌
の
原
闘
は
そ
の
産
業
界
に
与
え
た
影
響
が
突
に

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
究
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ

ャ

l
マ
ン
法
云
々
の
問
題
で
は
な
く
、
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
そ
の
真

因
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
未
だ
手

に
及
ば
な
か
っ
た
。

（
路
）
の
C
M
E
U－
回
目
ロ
r
p

↓z
o
M
M
O同】戸
H
2
2
H
N巾d
o
r－
豆
一
ロ
ロ

g唱。ロ
p

一戸田印印（
ω
・MM・）
w
M
M－UH0・

（mw
）
乙
の
時
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
銀
賞
支
持
派
に
与
え
た
影
響
は
実
に
大
、
喝
さ

く
、
彼
ら
の
怒
り
を
か
い
、
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
が
次
第
に
信
用
を
失
っ

て
ゆ
く
一
因
と
な
っ
た
。

（却）

U
O君。
uご

Z
白
色
。
ロ
国
］
司
円
。
σ
Z
S
F
H
M－N町一
ω
・

（m
A
）同
r－L
・・－
v
・N
∞
ω・

上
院
に
お
け
る
討
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
』

gロロ巾
2
0
同M
目L
L
o
n
r

z
r
M
H
O－目・－円
HHO
司
色
町
民
門
的
曲
ロ
内
山
句
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吋
凹
Oロ曲ご巳
B
O同
ωロ
4
2
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ng
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E
恒
三
恒
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河
S
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凶
器
印
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ngvm『
）
が
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る
。
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U
0
4匂
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H
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H
Eロ曲目阿川吋
o
r
r
s
p
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N
8・

ポ
ピ
ュ
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ス
ム
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通
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問
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（お）

Hσ
－pw
】M
－N
4
0
・

（
担
）
合
衆
国
に
お
け
る
関
税
に
よ
る
収
入
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る。一
八
九
O
年
H
二
二
九
百
万
ド
ル
一
八
九
一
年
H
一
ご
九
百
万
ド
ル

一
八
九
二
年
H
一
七
七
百
万
ド
ル
一
八
九
三
年
目
ニ

O
三
百
万
ド
ル

一
八
九
四
年
H
一
ゴ
二
百
万
ド
ル
一
八
九
五
年
H
一
五
二
百
万
ド
ル

一
八
九
六
年

1
一
六
O
百
万
ド
ル

（U
o
d句
。
ア
岡
山
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白
ロ
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回
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u
Z・J
円・

H
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部
）
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ロ
ω
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司
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円
P
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。
司
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主
〉
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曲
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O
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o
p
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H
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E
4
M
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F
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M
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J
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（
沼
）
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Z
丘一
oロ曲目日
M
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MM－N
H
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（
却
）
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・
V
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D
M
y
a
p－
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（叩剖）

ω宮内凶
mHH回目門戸
h

w

M
内円
O
国
少
ヨ
ロ
胆
ロ
巳
色
白
山
田
件
。
ミ
0
同
岳
自
己
・

ω・・

z．J
同・

HM・Nω
。・

（
況
）
り
ぬ
唱
。
uご

Z
由民
Oロ曲目

H
V
S－u
Z
5
9
M
M－N三・

（
犯
）
こ
う
し
た
ク
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
の
行
為
が
ひ
い
て
は
一
八
九
六
年
の
大

統
領
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
敗
北
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な

い
。
（
拙
稿
「
大
統
領
選
挙
」
参
照
）四
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四

（三）

人

民

党

と

通

貨

問

題

以
上
の
べ
て
来
た
よ
う
な
政
府
、
国
会
を
中
心
と
し
た
銀
を
め
ぐ
る
論
争
、
銀
問
題
に
つ
い
て
の
諸
立
法
成
立
、
廃
止
の
中
で
、
私
は
次
に

第
三
党
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
「
人
民
党
（
司

gurwm
司
R
q）
」
の
動
き
に
つ
い
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
づ
、
人
民
党
が
と
り
あ
げ
た
銀
問
題
に
つ
い
て
み
る
前
に
人
民
党
の
前
身
た
る
農
民
同
盟

（
明
日

g
m同
九
〉

E
g
n白
）

の
こ
と
に
つ
い
て

簡
単
に
ふ
れ
よ
う
。

農
民
同
盟
は
一
八
人

0
年
代
に
農
民
の
直
接
的
な
経
済
上
の
不
満
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
北
西
部
、
南
部
に
お
い
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
組
織
綱
領
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
初
か
ら
銀
貨
問
題
を
云
々
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
組
織
が
相
当
拡
大
し
た
一

八
八
九
年
十
二
月
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
合
同
大
会
の
時
に
も
、

北
部
同
盟
（
Z
0
3
Z
E
K
F
E
s
s－
R

Z注
目
。
ロ
丘
一
司
R
B
2叱
〉
5
8
2）
は

「
実
業
の
要
求
に
十
分
な
量
だ
け
政
府
は
法
貸
を
発
行
す
べ
き
で
あ
包
と
通
貨
の
増
発
を
希
望
し
て
い
る
だ
け
で
銀
貨
に
つ
い
て
は
何
も
ふ

一
方
、
南
部
同
盟
（
ω
O
E
P
2ロ
〉
ロ
2
5
9
。
円
切
2
5
2
m
メ
5
8
8
8門
HHEZmH己
主

C
巳
。
ロ
）
は
第
三
の
要
求
と
し
て
「
銀

貨
の
自
由
無
制
限
鋳
造
」
を
め
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
農
民
は
銀
鉱
と
は
直
接
に
関
係
が
な
い
た
め
、

た
だ
貨
幣
の
量
さ
え
ふ
え
れ

ば
よ
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｜
｜
そ
れ
で
は
何
故
、
貨
幣
の
増
発
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ

れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

西
部
開
拓
農
民
の
殆
ど
は
、
農
業
機
械
の
購
入
、

ロ
l
ン
・
カ
ン
パ
ュ

l

貸
付
会
社
か
ら
融
資
を
う
け
る
以
外
に
金
が
あ
る
は
づ
は
な
か
っ
た
。

そ
の
他
経
営
合
理
佑
の
た
め
に
多
額
の
資
本
を
必
要
と
し
た
が
、

彼
ら
は
、

大
商
人
、

一
八
九
O
年
、
ヵ
ン
サ
ス
、
北
ダ
コ
タ
で
は
二
人
に
一
人
の
割
、
ネ
ブ

｛

3
V
 

ラ
ス
ヵ
、
南
ダ
コ
夕
、
ミ
ネ
ソ
タ
で
は
三
人
に
一
人
の
割
で
農
地
巻
抵
当
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
決
し
て
誇
張
さ
れ
た
数
字
で
は
な
か
っ

｛

4）
 

た。

ζ

の
際
、
担
保
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
利
子
本
は
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て



貸
付
を
う
け
た
農
民
が
、
何
年
か
後
に
そ
れ
を
返
済
し
う
る
か
と
い
う
と
な
か
な
か
金
を
た
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
農
産
物

価
格
は
、
南
北
戦
争
後
、
別
表
の
如
く
低
落
の
一
途
を
た
ど
り
、

貴（1865-1895)雄

こ
れ
と
は
逆
に
ド
ル
価
値
は
上
昇
ぞ
続
け
て
い
た
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。

の

1870 

そ
の

格

小 麦 棉 花
とうも
ろ乙し

ブッシュル ポンド ブッシュル

セント セント セント
1870-73 106.7 15. 1 43. 1 

1874-77 94.4 11常1 40.9 

1878-81 100.6 9.5 43.l 

1882-85 80.2 9.1 39.8 

1886-89 74.8 8.3 35.9 

1890-93 70.9 7.8 41. 7 

1894-97 63.3 5.3 29.7 

Hicks, Populist Revolt, P. 56. 

ド
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Arnett, Populist Movement, P. 69. 

価場市の物産農

た
め
、
農
民
は
実
質
的
に
は
非
常
に
高
い
利
子
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
お
片
山
収
入
も
減
じ
て
い
る
た
め
に
借
金
の
返
済
は
い
よ
い

JI, 

語教
1300 

200 

150 

100 

よ
む
つ
か
し
く
な
っ
て
い
た
。
ぞ
れ
故
、
抵
当
流
れ
に
あ
っ
て
、
テ
ナ
ン
ト
に
転
落
し
た
り
、
自
作
農
地
が
わ
づ
か
の
た
め
に
一
部
小
作
に
な

っ
た
り
、
経
営
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
状
態
を
つ
く
っ
て
い
た
。

南
部
に
お
い
て
も
、
農
民
の
生
活
条
件
の
悪
佑
は
西
部
と
根
本
的
に
変
り
は
な
い
が
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ヨ
ン
と
い
う
前
資
本
制
的
な
農
場
の

容
在
は
、
更
に
痛
手
を
深
め
た
。
こ
こ
で
は
農
業
経
営
に
必
要
な
資
金
（
し
ば
し
ば
日
用
品
も
）
を
借
り
る
た
め
に
抵
当
に
入
れ
る
べ
き
土
地

や
家
畜
を
も
持
た
ぬ
テ
ナ
ン
ト
（
シ
ェ
ア
・
テ
ナ
ン
ト
、
ク
ロ
ツ
パ

l
）
が
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
未
収
穫
の
作
物
を
抵
当
に
入
れ

ポ
ピ
ニ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

四



ポ
ピ
ュ
リ
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一
四
四

る
よ
り
他
は
な
く
、

南
部
各
州
共
に
作
物
留
置
構
法
（
の
同
O
℃

E
S
F問看）

が
制
定
せ
ら
れ
た
。
又
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
内
の
テ
ナ
ン
ト

た
ち
は
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
ト
ア
で
買
う
こ
と
が
強
制
せ
ら
れ
、
信
用
売
が
行
わ
れ
た
が
、
利
子
付
の
そ
の
価
格
は
べ
ら
ぼ
う
に
高
か
つ

み

i

こ
の
よ
う
な
貸
付
制
度
自
体
が
農
民
に
は
不
利
に
出
来
て
い
た
上
に
、
貨
幣
価
値
の
騰
貴
は
ま
す
ま
す
借
金
の
と
り
こ
に
し
た
。
ま
づ
農
民

は
農
産
物
価
格
の
暴
落
の
原
因
に
つ
い
て
、
金
の
価
値
騰
貴
、
銀
の
価
値
暴
落
と
い
う
乙
と
に
も
と
め
た
。
彼
ら
は
通
貨
量
さ
え
多
く
な
れ
ば

借
金
の
支
払
も
容
易
に
な
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
当
時
の
西
部
銀
鉱
主
な
ど
の
要
求
と
相
呼
応
し
て
、
銀
貨
自
由
無
制
限
鋳
造
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
政
策
を
叫
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
政
策
が
実
現
さ
れ
る
た
め
に
は
、
単
に
協
同
組
合
的
な
活
動
で
は
解
決
出
来
ず
、
代
表

を
国
会
や
州
議
会
に
送
り
込
み
、
彼
ら
に
有
利
な
立
法
を
制
定
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

と
す
る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
「
第
三
党
」
を
結
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

で
は
同
盟
員
及
び
同
盟
推
せ
ん
者
は
全
国
で
下
院
議
員
五
十
、
上
院
議
員
三
、
知
事
三
が
当
選
し
可
。
こ
う
し
て
同
盟
の
力
は
着
実
に
の
び
て

特
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
会
以
来
、
南
北
両
農
民
同
盟
は
共
に
単
な
る
啓
蒙
・
教
育
・
経
済
活
動
の
線
か
ら
脱
し
て
、
政
治
的
行
動
へ
出
ょ
う

一
人
九
O
年
の
中
間
選
挙

ゆ
き
、
同
年
十
二
月
、

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
カ
ラ
で
聞
か
れ
た
南
部
同
盟
大
会
で
は
、
国
会
を
通
過
し
た
ば
か
り
の
銀
立
法
H
シ
ヤ
l
マ
ン
法
ぞ
な

ま
ぬ
る
い
と
非
難
し
、
最
低
、

一
人
当
り
五
0
ド
ル
に
通
貨
量
を
ふ
や
す
よ
う
銀
貨
自
由
無
制
限
鋳
造
を
要
求
し
た
。

一
八
九
一
年
五
月
の
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
イ
に
お
け
る
両
同
盟
の
大
会
を
経
て
、

一
八
九
二
年
二
月
、
再
び
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
お
い
て

大
会
が
聞
か
れ
、
農
民
た
ち
の
諸
要
求
は
既
存
の
二
大
政
党
で
は
如
何
と
も
し
難
く
、
新
し
い
第
三
党
に
よ
っ
て
し
か
達
成
さ
れ
な
い
と
す
る

南
北
両
同
盟
を
始
め
と
す
る
ニ
十
余
団
体
が
参
加
し
て
こ
こ
に
人
民
党
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
採
摂
さ
れ
た
「
セ
ン
ト
ル

イ
ス
綱
領
」
は
第
一
条
第
一
項
で
銀
貨
の
自
由
無
制
限
鋳
造
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
し
て
同
年
十
一
月
の
大
統
領
選
挙
の
た
め
に
オ
マ
ハ
に
お

い
て
大
統
領
指
名
大
会
を
ひ
ら
き
、

J
－
B
・
ウ
ィ
ヴ
ア
将
箪
（
ア
イ
オ
ワ
州
出
身
）
と
J
・
J
・
フ
ィ
ル
ド
（
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
州
出
身
）
を
そ



れ
ぞ
れ
正
、
副
候
補
に
た
て
て
「
オ
マ
ハ
綱
領
」
を
発
表
し
、
初
め
て
第
三
党
と
し
て
ニ
大
政
党
を
相
手
に
斗
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
綱
領

に
は
、
金
銀
を
一
対
十
六
の
比
一
半
で
自
由
に
貨
幣
を
鋳
造
す
る
こ
と
．
通
貨
量
は
一
人
当
り
五
十
ド
ル
ま
で
ふ
や
す
こ
と
を
掲
げ
た
。
選
挙
の

結
果
は
ヴ
イ
ヴ
ア
は
一
二
七
万
票
、
ニ
ニ
選
挙
人
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

コ
ロ
－
フ
に
s

、
ア
イ
ダ
ホ
、

カ
ン
サ
ス
、
ネ
グ
ア
ダ
、
北
、
ダ
コ

タ
の
西
部
諸
州
で
は
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
共
和
党
の
統
一
候
補
が
た
て
ら
れ
、
九
O
年
に
比
較
す
れ
ば
勢
力
は
著
し
く
伸
び
た
。
先
に
も
の
べ
た

よ
う
に
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
民
主
・
共
和
の
ニ
大
政
党
が
異
っ
た
態
度
を
と
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
人
民
党
が
銀
問
題
を
明
確
な
形
で
と
り

あ
げ
た
こ
と
が
、
誕
生
聞
も
な
い
第
三
党
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
民
や
債
務
者
を
ひ
き
つ
け
た
原
因
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
に
力
を
得
た
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
た
ち
は
、

人
民
党
の
外
郭
団
体
と
し
て
西
部
及
び
南
部
で

「
合
衆
国
産
業
連
盟
（

H
E
5
E己
F
g
m
z
o

。

同

岳

町

C
E同町
内
同

ω
S
R叩
）
と
い
う
秘
密
結
社
を
組
織
し
、
銀
支
持
者
た
ち
を
引
き
込
も
う
と
努
力
し
た
。

叉
、
議
会
に
送
ら
れ
た
ポ
ピ
ュ
リ

ス
ト
た
ち
も
大
い
に
活
躍
し
た
。
上
院
議
員
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

v
・
ア
レ
ン
（
ネ
プ
ラ
ス
カ
出
身
人
民
党
員
）
は
ク
リ
l
グ
ラ
ン
ド
大
統
領
が
シ

ヤ

l
マ
ン
法
撤
麗
を
勧
告
し
た
時
、
上
院
に
お
い
て
撤
廃
を
阻
止
し
よ
う
と
十
月
十
一
日
午
後
五
時
半
か
ら
翌
朝
八
時
ま
で
と
い
う
十
五
時
間

に
も
わ
た
っ
て
演
説
し
、
議
会
演
説
の
レ
コ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
向
日
彼
は
一
八
九
三
年
の
半
ば
頃
か
ら
、
人
民
党
の
要
求
の
中

で
鉄
道
の
政
府
所
有
問
題
な
ど
は
大
し
て
期
待
出
来
ぬ
故
、
党
の
基
本
問
題
は
銀
問
題
に
し
ぼ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
頃
、

い
わ
ゆ
る
「
一
八
九
三
年
の
危
機
」
は
全
国
的
に
参
透
し
、
そ
れ
に
続
く
シ
ャ

l
マ
ン
法
廃
止
の
た
め
、
農
民
た
ち
の
不
満
は
つ

「
ウ
オ
l
ル
街
が
金
を
必
要
と
す
る
時
は
、
財
務
長
官
が
債
券
購
入
や
銀
行
券
発
行
で
金
を
与
え
る
が
、
農
民
が
必
要
と

す
る
時
は
、
顧
み
も
し
な
い
」
と
政
府
に
対
す
る
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
彼
ら
は
、
銀
貨
の
自
由
鋳
造
、
そ
れ
に
よ
る
通
貨
の
膨
張
こ
そ
、
自

の
る
一
方
だ
っ
た
。

分
た
ち
が
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
唯
一
の
道
と
し
て
次
の
よ
う
な
歌
を
う
た
っ
た
。

E
C
Z
m
5
2
3
R
B申
請
戸
昨
日
H

d
『

E
n
F
H
O
可
由
ロ
凹
白
口
仲
ゲ
ロ
回
目
ロ
叩
由
回
一

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
遥
貨
問
題

一
四
五
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一
四
六

ω
F
Z
R
岳
O

同
目
的
吉
田
叫
自
由
ロ
円
山
手
四

m
o
E
任
。
－
o
P
R
S
一

g
－42
昏∞

B
Oロ
唱
え
任
命
宮
0
1
9
担
ロ
仏
岳
四

m
o
E
同

F
o
g
S唱
え
ユ
nr

2
8
p
o

－om曲
目

N
m
g
v宮
司
径
三

U

R
吉
田
町
刊
包
括
仔
巾
唱
。
匂

a
q
a
H
V
O
仏
o
z
o
n
g
任
∞
ち
8
8
8ロ
主
任
。

円同角川内同席。同国

甲
山
4
0
p
m
8
5
0
3
1
n
v
g
m
g
片
岡

O
B
O
E
s－
何
事

ア
レ
ン
上
院
議
員
が
書
い
た
手
紙
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
「
共
和
国
の
歴
史
を
通
じ
て
現
在
の
時
点
ほ
ど
全
人
民
の

心
に
多
く
の
不
安
を
抱
か
せ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
か
ら
、
二
大
政
党
へ
の
不
信
が
高
ま
り
、
そ
の
反
面
、
人
民
党
に
は
有
利
に
な

一
入
九
三
年
の
恐
慌
は
、

っ
た
乙
と
は
見
逃
せ
な
い
。

一
八
九
四
年
の
中
間
選
挙
で
は
、
人
民
党
は
既
寄
政
党
と
の
統
一
候
補
を
た
て
る
と
い
う
こ
と
は
西
部
で
は
前
の
選
挙
の
時
よ
り
少
く
、
南

部
で
は
共
和
党
と
統
一
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

こ
の
選
挙
に
お
け
る
人
民
党
及
び
そ
の
統
一
候
補
の
得
票
が
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な

っ
た
の
は
、

ア
－
フ
パ
マ
、

コ
ロ
ラ
ド
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
、

カ
ン
サ
ス
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
、

モ
ン
タ
ナ
、
ネ
プ
ラ
ス
ヵ
、
テ
キ
サ
ス
、

ワ
シ
ン
ト
ン
、

北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
南
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
北
ダ
コ
タ
の
十
二
州
に
上
り
、
総
得
票
は
一
四
七
万
、
九
二
年
の
選
挙
よ
り
も
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加

を
み
た
。
乙
の
選
挙
の
好
成
績
は
更
に
ポ
ピ
ュ
り
ス
ト
た
ち
を
勇
気
づ
け
、
来
る
べ
き
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
必
勝
を
め
ざ
し
て
準
備
を
す
す
め

た
。
ま
づ
「
銀
貨
自
由
無
制
限
鋳
造
の
意
識
」
を
大
衆
に
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
国
会
に
お
け
る
銀
貨
派
の
演
説
の
プ
リ
ン
ト
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
無
料
叉
は
安
価
で
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
中
で
特
筆
さ
る
べ
き
も
の
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

H
・ハ

l
ヴ
ェ
イ
の

Ehσ
言
、
初
出
．
ミ
h
H
3
3．ミ

h叫
n
b
E
h－
－
と
い
う
著
書
で
、
漫
画
や
風
刺
画
入
り
で
教
師
と
生
徒
が
問
答
し
て
い
る
形
式
で
分
り
や
す
く
銀
問
題
に

つ
い
て
説
明
し
て
お
り
、
数
十
万
部
が
売
り
つ
く
さ
れ
た
。
同
じ
よ
う
な
傾
向
の
も
の
と
し
て
人
民
党
の
指
導
部
に
い
た
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ド



ネ
リ
l
が
書
い
た
E
M
J
吉
弘
透
明
ミ
ミ
噛
輔
、
S見
vhb
ミ富岡、
3

と
い
う
本
も
銀
問
題
の
宣
伝
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。

組
織
－
回
に
お
い
て
も
ウ
イ
ヴ
ァ
や
ぺ
フ
ア
の
人
民
党
指
導
層
は
「
ア
メ
リ
カ
複
本
位
連
盟
（
〉

5
2
w
g
回
自
由
主
－
K
F
g
m
c
m）
」
の
会
員

や
民
主
党
銀
貨
派
を
人
民
党
へ
入
党
さ
せ
よ
う
と
工
作
を
続
け
た
が
、
西
部
や
南
部
に
お
け
る
民
主
党
銀
貨
派
の
団
結
は
す
で
に
人
民
党
拡
大

強
佑
の
癌
に
な
っ
て
来
て
い
た
。
人
民
党
で
は
「
人
民
」
と
し
て
の
政
綱
の
重
要
な
問
題
（
ト
ラ
ス
ト
規
制
・
鉄
道
の
政
府
所
有
、
累
進
所
得

税
の
採
用
な
ど
）
を
忘
れ
て
し
ま
い

4
2
m
L
2
1・
を
綱
領
の
中
の
一
と
し
て
で
は
な
く
、

綱
領
の
す
べ
て
で
あ
り
、
貧
困
救
済
の
万
能

薬
の
よ
う
に
考
え
る
傾
向
が
強
く
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
人
民
党
の
指
導
者
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
綱
領
の
真
の
姿
を
忘
れ
て
い
た
か

ら
、
も
と
も
と
人
民
党
と
は
縁
の
遥
い
は
づ
の
西
部
鉱
山
主
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
複
本
位
連
盟
」
に
加
入
し
た
り
、
連
盟
員
を
人

民
党
に
引
張
り
込
も
う
と
し
た
り
し
た
わ
け
で
あ
鵠
南
部
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
大
し
て
変
り
な
く
、
民
主
党
と
人
民
党
の
相
違
は
、
銀

こ
の
点
さ
え
一
致
す
れ
ば
、
両
党
は
同
じ
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
浦
戸
そ
れ
故
、
民
主
党
銀
貨
派

と
関
税
と
い
う
最
も
重
要
な
問
題
だ
け
で
、

が
人
民
党
を
ひ
き
つ
け
て
も
決
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
一
入
九
五
年
に
入
る
と
人
民
党
は
、
党
の
誕
主
当
時
、
党
に
謀
せ
ら
れ
た
独
自
の
任
務
を
捨
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
同
年
五
月
、

パ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ン

ウ
イ
ヴ
ア
将
軍
は
コ
ロ
ラ
ド
に
お
い
て
「
党
区
劃
線
を
取
り
除
き
、
貨
幣
改
革
の
た
め
人
民
党
、
民
主
党
、
共
和
党
は
手
を
と
り
あ
う
べ
き
で

あ
お
じ
と
聴
衆
に
訴
え
て
い
る
し
、
人
民
党
全
国
委
員
長
の
タ
ウ
ベ
ネ
ッ
ク
は
同
年
七
月
、
イ
リ
ノ
イ
州
大
会
で
「
貨
幣
問
題
を
前
面
に
お
し

出
せ
。

こ
れ
こ
そ
人
民
の
唯
一
の
生
命
の
乙
も
っ
た
問
題
で
あ
る
。
私
は
州
大
会
が
貨
幣
問
題
を
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
ぬ
、
偉
大
な
る
中
心

《

av

的
理
想
に
し
た
綱
領
を
つ
く
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
民
党
の
腐
敗
は
す
で
に
始
っ
て
い
た
、
そ
し
て
一
八
九

六
年
の
大
統
領
選
挙
と
い
う
重
要
な
戦
い
を
前
に
し
て
民
主
党
と
の
合
同
を
と
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

八
註
V

（

1
）

Horロ
ロ
・
出
向
ロ
r
p
o
－u・
n
F
V
H
V・品
N
由・

（

2
）

H
E
P－同
M
－
A
悼
凶
∞
・

（

3
）

H
E
L－－同
M

・NAH・

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

－
四
七



ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

（4
）
利
子
率
は
担
保
が
不
動
産
な
ら
六
J
八
%
、
家
畜
そ
の
他
の
動
産
な

ら
十
J
十
八
%
で
あ
っ
た
。
（
F

E
－－

HM－NH）

（5
）
普
通
、
不
動
産
抵
当
期
限
は
五
ヶ
年
で
実
質
上
か
ら
い
っ
て
次
の
よ

う
な
摺
加
率
に
な
る

一
八
七
O
J
七
四
年
｜
十
九
・
七
%
増

一
八
七
五
J
七
九
年
i

四
・
五
%
培

一
八
八
O
J
八
四
年
｜
十
一
・
七
%
増

一
八
八
五
J
九
O
年
i
十
一
・
六
%
増
（
利
子
分
は
含
ま
れ
ぬ
）

（
旨
叩
阿
宮
・
〉

B
o
z－同，
Z
］M
C
℃ロ－
F
a
v向
。
耳
目

g門
戸
口
。
。
。
円
l

m
h
F
H
M・
∞
吋
・
。
D
E
S－】
E
C
R
2同
日
広
三

ω
宮門回目
g

c
町
田
z
g
H同旬

開

n
oロ
O
B－n
m
E
M
L
句

E
Z
F
n
H
L唱
♂

S
N
N
U
〈
c－－

HOU）

（6
）
作
物
留
質
権
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
利
子
率
は
八
J

十
%
で
あ
る
が
、
実
際
は
一
O
J
三
O
%
に
も
な
っ
た
。
（
司
－

g
g
t

r
g
P
K
F
回目白
g
q
o問
手
。

ω
D
E
F・
z
・J円・
5

g
－可－
E
H）
叉
、

プ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ョ
ン
・
ス
ト
ア
の
信
州
価
格
は
利
子
分
も
含
ま
れ
る
た

め
現
金
価
格
よ
り
も
四
O
J
一
0
0
%
高
い
。

（7
）
M1bhk守
s
a
u
呂田円
n
F
H∞
巴
・
（
ロ
X

E

Z

K戸－

m
o
n
r
g
g
p

吋，
Z
H
M
D－um
－－目白神宮
O〈白
H
H
H
m
E
U
H
r
m
C巳
仲
包

ω
S
R
9
2・
Jへ－

H
由
品

ω”M
M－

m
N）

（8
）
通
貨
量
は
左
の
通
り

hMW必晶
E

，。
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一
四
八

（kr・
玄
・
〉
E
a
f
o℃－

n
x－w
】日・∞叶
u

p

F

出
品
－
U
5
p
a－

nx－w
同
M

・ω町、吋）

（9
）
列
c
n
r
o由件。♂。田川・

n
F
f
H
M・J
可申・

（
凶
）
回
目
白
r
p
o匂・

n－f
H
M・ωHN・

（孔）

H
V

－pu
H
Y
U
H申・

（ロ）

U
2
2可
w
z
a－o口同－

F
o
g
s
p
－YNω
印・

（日）

ω
o－oロ一『・切口
nru
、H，『回目〉
m
g一同町田口の門口一回開三
0・
2
0
d
q
出担〈
m
p

H由
NOWHν
・〕｛］｛印・

（
凶
）
回
目
白
r少
司
・
ω
H
0
・

（
お
）
コ
ロ
ラ
ド
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
ク
、
ァ
イ
ダ
ホ
で
は
統
一
候

補
を
た
て
た
。
し
か
し
、
統
一
候
補
を
出
す
べ
き
か
、
出
さ
ぬ
べ
き
か

は
条
件
次
第
で
カ
ン
サ
ス
、
ア
ラ
パ
マ
で
は
統
一
を
さ
け
た
た
め
に
票

割
れ
し
て
不
利
に
な
っ
た
。

（
路
）
国
－
n
r
p
o
H）・

n
F
W
】V
・
8
∞
・
参
照

ネ
プ
ラ
ス
カ
で
は
民
主
党
銀
貸
派
が
知
事
と
な
っ
た
。
ネ
グ
7

ダ
州
議

会
は
各
党
銀
貨
派
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
南
カ
ロ
ラ

イ
ナ
で
は
民
主
党
が
人
民
党
綱
領
を
採
択
し
て
上
院
へ
民
主
党
H
人
民

党
の
テ
イ
ル
マ
ン
を
送
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

（
ロ
）
』
o
rロ
ロ
・
国
仲
口
r
p
吋

F
白
〉
B
R－n胆ロ

Z
田仲町
O
P
Z・J
F
M》－
N
8・

（
叩
ぬ
）
勿
論
、
党
内
の
す
べ
て
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
即
ち
フ
リ
l
・
シ
ル
ヴ
ァ

l

運
動
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
タ
ウ
ベ
ネ
ッ
夕
、
ウ
ィ
ヴ
7
、

ベ
フ
ァ
ら
は
特
に
「
ぎ
ま
ん
的
指
導
者
」
と
し
て
の
非
難
を
・
つ
け
て
い

た
。
ヒ
ゴ
ク
ス
教
授
は
「
真
の
ポ
ヒ
三
リ
ス
ト
」
と
「
フ
リ
l

・
シ
ル

ヴ

7
l
・
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
」
を
区
別
し
て
お
ら
れ
る
が
、
後
者
の
勢
力



が
ま
さ
っ
て
き
た
こ
と
に
こ
そ
そ
の
問
題
点
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

（出－
n
r少

E
司
D
匂
己
ぽ
仲
J
H
M・臼由）

（

m）
〉
口
5
5・
0
u－
n

－FU
】

M
－
H
品田・

（却）

E
Eミ
を
華
客
室
ミ
冨
恒
子

o－v－

nF？”
H
V

・ω
A
H
A

肝・）

（幻）

Z
－ωg
h
b
n『
3

P除
去
ミ
』
三
』
E
q
H
H－
H
∞由印・（
n
u色
町
ロ
出
－
n
r
9
0－M
・

n
H
F

・－M・ω
h
H
A
H）

ω
0
．］戸∞坦印

（

n

－cw《】
山

口

国
Fnr目・

（四）

お

わ

り

以
上
の
べ
て
来
た
よ
う
な
金
本
位
制
か
複
本
位
制
か
の
論
争
、
政
戦
の
過
程
に
お
い
て
、
人
民
党
の
み
が
全
国
綱
領
に
複
本
位
制
を
掲
げ
て

二
大
政
党
に
対
立
し
て
来
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
人
民
党
の
政
策
が
根
本
的
に
間
違
っ
て
い
た
と
結
論
つ
け
ら
れ
る
。

何
故
な
ら
、

当

時
、
世
界
の
重
要
因
は
国
際
貨
幣
会
議
の
結
果
、
金
本
位
制
を
採
用
し
て
お
り
、
年
々
お
び
た
だ
し
く
産
額
が
増
加
し
て
市
場
価
格
が
低
下
し

こ
う
し
た
世
界
の
情
況
を
無
視
し
て
合
衆

て
い
る
銀
は
、
す
で
に
貨
幣
の
標
準
価
値
単
位
と
し
て
の
存
在
価
値
を
失
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

国
だ
け
が
複
本
位
制
を
と
り
、
銀
の
市
場
価
格
の
値
下
り
を
く
い
と
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
全
く
利
己
的
、
近
視
眼
的
で
あ
り
、

ア
ナ
ク
ロ

ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
ね
ら
う
と
こ
ろ
は
、
通
貨
量
を
ふ
や
し
、

イ
ン
フ
レ
状
態
を
つ
く
れ
ば
、
当
然
暴

務
せ
る
農
産
物
価
格
は
上
昇
し
、
諸
物
価
の
騰
貨
に
対
す
る
緩
和
剤
と
な
る
ー
ー
そ
の
た
め
に
は
、
銀
貨
を
多
量
に
鋳
造
す
る
と
い
う
ほ
か
に

道
は
な
い
｜
｜
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
農
民
の
上
に
特
に
強
く
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
来
て
い
る
経
済
的
圧
迫
か
ら
ぬ
け
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
指
導
者
ド
ネ
リ
！
の
次
の
言
葉
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。

「
銀
の
廃
貨
は
、
労
働
者
の
犠
牲
に
お
い
て

貨
幣
価
値
を
増
す
こ
と
、
及
び
負
債
階
級
の
儲
牲
に
お
い
て
債
権
階
級
を
富
ま
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
そ
れ
は
バ
ー
バ
リ
ズ
ム
へ
の
復

帰
で
あ
り
、
最
も
破
壊
的
な
諸
結
果
を
生
む
こ
と
の
み
が
出
来
列
目
」
こ
の
よ
う
な
一
見
、

如
何
に
も
も
っ
と
も
ら
し
い
考
え
方
の
中
に
、

彼

ら
の
敗
北
の
芽
は
ひ
そ
ん
で
い
た
a

農
民
や
働
く
大
衆
の
困
窮
、
そ
れ
に
反
す
る
産
業
家
た
ち
の
繁
栄
と
い
う
事
実
は
、
乙
ん
な
浅
い
と
こ
ろ

に
原
因
し
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
資
本
主
義
社
会
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
鉢
害
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、
正

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

一
四
九



ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
通
貨
問
題

し
い
斗
争
目
標
の
設
定
を
な
し
え
や
す
、
誤
っ
た
方
向
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
て
本
来
の
諸
要
求
を
す
べ
て
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
形
だ
っ

一五
O

た
。
乙
の
点
に
つ
い
て
ロ
チ
ェ
ス
タ
l
女
史
は
銀
行
や
金
融
資
本
の
独
占
の
力
に
よ
る
支
配
に
対
す
る
斗
争
が
自
由
銀
貨
鋳
造
の
運
動
で
あ
る

と
さ
れ
る
的
v

斗
争
の
方
向
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
全
く
空
費
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

西
部
に
お
け
る
強
い
銀
賞
支
持
運
動
が
主
と
し
て
西
部
の
銀
鉱
山
所
有
者
（
東
部
に
お
い
て
は
西
部
鉱
山
の
株
主
）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

お
り
、
彼
ら
は
自
己
の
産
業
維
持
、
発
展
の
た
め
に
銀
価
値
を
つ
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
根
本
的
に
農
民
と
は
利

害
が
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
民
党
内
で
は
単
に
彼
ら
が
銀
貨
支
持
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
だ
け
で
歩
調
を
あ
わ

せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
お
戸
で
あ
る
か
ら
、
全
く
階
級
性
は
骨
ぬ
き
の
も
の
と
な
り
、
第
三
政
党
と
し
て
発
展
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
第
三
党
運
動
の
失
敗
は
そ
の
後
の
農
民
運
動
に
お
い
て
「
政
治
を
回
避
す
る
」
と
い
う
教
訓
を
ひ
き
出
し
特
殊
な
農
民
運
動
の
タ
イ

A
4｝
 

プ
が
生
ま
れ
て
く
る
原
因
と
な
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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註
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（
1
）
回
目
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r
p
吋
町
内
山
司
0
同M
E
－
－
曲
仲
間
川
ぬ
ぐ

o
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M
H
u

．ω。
A

H

ω

。印・

（
2
）
〉
・
河
。
nvmm刷
件
。
ア
O
司
・
口
洋
－
－

H
V
・吋品・

（3
）
党
の
有
力
な
指
導
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
も
の
の
中
に
は
西
部
の
鉱
山

主
が
い
た
。
例
え
ば
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
の

w
・
M
・
ス
テ
ュ
ワ
l
ト
は
四
千

万
ド
ル
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ハ
l
ス
ト
家
は
七
千
五
百
万
ド
ル
、

同
じ
く
C
－
H
・
レ
イ
ン
は
二
千
万
ド
ル
の
鉱
山
主
で
あ
っ
た
。
（
M
M

・

ω・
司
O
S
F
回
目
的

g
q
o同
任
。
岡
、
与
O
吋
冨
2
0
5
2仲
町
ロ
件
宮
市

口
忠
宮
内
回

ω
g
g
p
〈
包
囲
－

Z
・
J
F
S日
・
同
M
・
ω
N叶・）

勿
論
、
乙
の
運
動
の
ご
ま
か
し
に
つ
い
て
ロ
イ
ド
の
手
紙
は
注
意
に
値

す
る
O

z－－：：明，
Hmm
臼ニ
4
2
2
4
H
F
o
n
D唱
l
r
r品

O
同
国
お
河
内
出
0
2
H
H
B
o
l

d

『
m
g
oロけ・

rd匂
但
町
宮
内
凶
ロ
ロ
件
即
日
早
お
ロ
叩
曲
作
V匝

L
r
Bロ
－
u
g－
－
け
『
凶
『

己
同
四
加
担
nH－
mnhw帥
曲
ロ
向
日
］
釦

σ
0円
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同
。
g
H
2
u
r
開
口
弘
仲
押
同
町
ロ
戸
時
い
】
但
町
内
同

町
田
品

m曲
目
ロ

X
E（
玄
削
再
任
命
唱
同

8
8
Z
o
p
J『
宮
回
同
司
自
の

ωl

g宮
山

m
p
司
・
ち
・
八
包

x
t
s
。・
H
り

・

当

E
n
v
o
H－
J
弓
E
F開
B

U
『

2
5
g
m師
切
円
可
但
ロ
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The People's Party and "Silver Question" 

Kuniko KOGA 

The chief European countries had used the gold standard since 

1870's. But in the United States, many people wanted to use both 

·metals, or bimetallism. Because many silver mines were discovered 

:in the western states ; currency ran short for farmers in the West 

.and the South; the Civil War greatly changed American economy. 

Notwithstanding Congress passed some silver bills, "Silver mov-
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ement" raisd in 1890's. Also in the third Party (the People's Party) 

programs, . free coinage of silver was the basic money plank opposing 

Democratic and Republican Parties. But in the presidental campaign 

of 1896, Silver Group lost "the battle of standards." It meant that 

the People's Party missed its raison d' ~tre. For bimetallism ran 

counter to the principles of the world economy. 




